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学校評価を充実させる学校CMSとその活用

＜あらまし＞ 学校評価の実施にあたっては，学校の日常活動に対する理解が評

価者や関係者と十分に共有されている必要があるが，実際には，評価者・関係者価者や関係者と十分に共有されている必要があるが，実際には，評価者 関係者
にとって学校の日常活動はよくわからないまま評価がなされていることが少なくな
い．本研究では，学校CMSを活用して学校の日常的な情報を蓄積して自己評価や
外部アンケートを行うことにより 学校評価に学校CMSを活用する有効性について外部アンケ トを行うことにより，学校評価に学校CMSを活用する有効性について
の検討を行った．

他の学年の活動
文書による報告だ

他の学年の活動
はよくわからない。

文書による報告だ
けではイメージが
わかないな。

自己評価自己評価
報告書

日々の教育活動 自己評価 学校関係者評価



１．研究の概要

学校ウェブサイトの作成・管理にCMSの活用が有効であること，ならびに，学校ウェ
ブサイトを作成・管理するのに必要なCMS（以下，「学校CMS」）の機能については，
学校サイトに適したハイブリッド型CMSの開発（豊福ほか，2008）において論ぜられて
いる．



１．研究の概要

また，学校評価を前提とした学校ホームページの情報提供方策（中嶋ほか，2009）で
は，学校ホームページを学校評価に積極的に活用していくための方策が紹介されて
いる．
本研究では，これらを踏まえて，学校CMSを学校評価に活用することを通じて，その
有効性を明らかにすることを目的とする．有効性を明らかにすることを目的とする．

CMSを活用し
た日常的学校
情報の発信

学校CMSによ

学校サイトに適した
ハイブリッド型CMSの開発

る日常的学校
情報の整理と
学校評価にお

日常的学校情
報 学校評価

学校評価にお
ける活用

学校評価を前提とした
報の学校評価
における活用

学校ホームページの
情報提供方策



２．学校評価とその根拠情報

学校評価における根拠情報とは，学校評価を実施するにあたり，必要となると考えら
れるあらゆる情報を指す そし 根拠情報はそ 内容 より 学校 教育目標や評れるあらゆる情報を指す．そして根拠情報はその内容により，学校の教育目標や評
価計画，教育課程等により構成される学校の基本的な情報と，日々の授業や特別
活動，行事等の様子など学校の日常的な情報（以下，「日常的学校情報」）とに分類
される．

学校要覧 各種たより

基本的な情報 日常的学校情報

学校評価計画

各種アンケート結果

自己評価報告書

連絡文書

児童生徒の作品

校内掲示物自己評価報告書 校内掲示物

学校評価の

根拠情報

学校日誌

根拠情報

学校台帳 週案

各種日誌



２．学校評価とその根拠情報

また，学校評価を行う際，（自己評価，学校関係者評価，第三者評価のいずれに場
合 お も ）評価者は れら 根拠情報を 学校を訪問し 実際 そ 活動を合においても，）評価者は，これらの根拠情報を，学校を訪問して実際にその活動を
みたり，関係者に対してヒアリングを行ったりすることにより，直接，収集する場合と，
学校が作成した学校経営計画や外部アンケートの結果のまとめや学校ウェブサイト
に記載されている情報を読むなど予め印刷物や学校ウェブサイト等を通じて入手す
る場合とがある．

直接取得情報 メディア記載情報

授業参観 学校経営計画

公開行事

教員ヒアリング

自己評価報告書

学校ウェブサイト



３．学校評価に必要な日常的学校情報の要件

本研究では，前述の学校評価に必要な根拠情報のうち，最も蓄積や整理が困難で
あると考えられる日常的学校情報を，学校CMSを活用して，的確かつ効率的に収集，

整理するしくみの構築を試みた 日常的学校情報が学校関係者評価に活用されるこ整理するしくみの構築を試みた．日常的学校情報が学校関係者評価に活用されるこ
とを想定して，それらの情報は，どのような要件満たす必要があるかを整理すると以
下のようになる．

（１）目標・計画との関連が明確である（関連性）

（２）短い時間で概要を理解できる（要約性）

（３）具体的な教育活動の様子がわかる（具体性）

（４）評価に必要な主要な活動は十分に網羅されている（網羅性）

（５）必要な情報がすぐに見つけられる（検索性）

（６）必要なときに必要な人が閲覧できる（閲覧性）

個 情報 管 保 等が徹底 安全性（７）個人情報の管理・保護等が徹底している（安全性）

（８）時間をかけず簡単に資料作成できる（経済性）



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

新潟市立亀田東小学校（以下，「亀田東小」）では，前述の要件を満たす日常的学校
情報（記事）を効率的に収集，整理することを念頭に，①誰でも簡単に記事を作成し
掲載することができる，②作成する記事はカテゴリーやキーワードをつけることによっ
て自動的に整理・分類できる，③一度，掲載した記事をカテゴリーやキーワードによ
り再抽出して，再構成したページを作成できる等の機能を有する学校CMSを以下のり再抽出 ，再構成 ジを作成 る等 機能を有する学校 を以
手順で学校評価に活用した．

１
• 教育目標のキーワード化

１

２
• 日常的学校情報の蓄積および表現

３
• 蓄積された情報の点検

• 蓄積された情報をもとにした自己評価の実施
４

• 蓄積された情報をもとにした自己評価の実施

５
• 保護者アンケートの実施

５

６
• 学校評価結果の公開



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

１
• 教育目標のキーワード化

まずは，後で学校評価（自己評価）を実施する際，日常的学校情報（記事）を分類・
整理するためのキ ワ ドを学校の教育目標に従 て設定をした 亀田東小では整理するためのキーワードを学校の教育目標に従って設定をした．亀田東小では，
具体的に，「学力向上」，「体力向上」，「豊かな心」などの87のキーワードを設定した．

学校評価を意識して亀田東小学校で設定したキーワード



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

学校CMSを用いた記事の作成

①記事のレイアウトを選ぶ ②画像を指定して文章を書き込む。

↑ここでカテゴリを指定する。

↑ ここでキーワードを指定する。↑ ここでキ ワ ドを指定する。



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

２
• 日常的学校情報の蓄積および表現

亀田東小においては，学校の様子を保護者や学校関
係者と共有するために ほとんどすべての教職員のほ

亀田東小学校の
学校ウェブサイトの係者と共有するために，ほとんどすべての教職員のほ

か，保護者や児童（委員会活動）らによって，日々の活
動が学校ウェブサイトで発信されている．

発信 あた め 事 容 作成者 整

学校ウェブサイトの
カテゴリ

発信にあたっては，予め記事の内容や作成者別に整
理されたカテゴリーに対して記事の投稿を行うほか，そ
れぞれの記事に対してキーワードをつけた．キーワー
ドは，記事を作成する際に予め設定されているキー
ワードがリスト表示され，個々のキーワードの前にある
チェックボックスをクリックするだけで簡単につけることチェックボックスをクリックするだけで簡単につけること
ができる．キーワードは１つの記事に対して複数つける
こともでき，一度，設定したキーワードは後から変更す
ることもできるることもできる．



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

３
• 蓄積された情報の点検

CMS運用者は，いつでも，

どのキ ワ ドに対する

記事の一覧表示

どのキーワードに対する
記事が何件ぐらい投稿さ
れているかを確認できる．
これにより，目標や計画に
対して，どのような活動に
対する情報発信が不足し対す 情報発信 足
ているのかを常時，確認で
きる（情報発信不足の原
因としては 活動は行われ因としては，活動は行われ
ているが記事がない場合
と，活動自体が行われて
いない場合とがある）いない場合とがある）．



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

４
• 蓄積された情報をもとにした自己評価の実施

亀田東小においては，前述のような記事
が年間約2000件投稿される 投稿された

カテゴリ・キーワードによる
記事の一覧表示が年間約2000件投稿される．投稿された

記事は学校が自己評価を実施するタイミ
ングにおいて再度，学校評価の担当者と

担当者が整理をして 学校評価のまと

記事の 覧表示

CMS担当者が整理をして，学校評価のまと
めページを作成した．

具体的には，①教育目標と計画に基づき，
報告書に盛り込むべき活動を絞り込み，②
キーワードにより抽出された記事より，活
動例として紹介すべき活動を選択し，③動例として紹介す き活動を選択し，③
個々の活動の位置づけと成果を教育目標
との対比のなかで文章化し，④それを学校
評価のまとめページにて掲載をした この評価のまとめページにて掲載をした．この
とき，個々の記事に使用された写真は再
活用され，本文は，まとめ用の文章に自由
に書き換えることができるに書き換えることができる．



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

完成した学校評価のページ



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

５
• 保護者アンケートの実施

教職員による教育活動
のまとめとその結果の

アンケート時に保護者に配布した資料

のまとめとその結果の
公表を行った段階で保
護者アンケートを実施
する．保護者アンケート
においては，学校ウェ
ブサイトにアクセスできク
ない保護者がいること
を考慮し，学校評価の
まとめページの要約をまとめペ ジの要約を
印刷物として作成しア
ンケート用紙と合わせ
て配布したて配布した．



４．学校ＣＭＳを活用しての学校評価の実施

６
• 学校評価結果の公開

保護者アンケートの結果ならびにそれを受けて行った学校評価の最終まとめを学校保護者アンケ トの結果ならびにそれを受けて行った学校評価の最終まとめを学校
ウェブサイトで公表した．



５．学校評価に学校ＣＭＳを活用することのメリット

今回の実践を通じて，学校CMSを活用し，学校ウェブサイトに蓄積された日常的学校

情報を学校評価に活用することによって 以下のようなメリットがあることが確認でき情報を学校評価に活用することによって，以下のようなメリットがあることが確認でき
た．学校評価は，学校の教育目標と対応づけられた教員や関係者による日々の情
報発信と連携させることにより，より実効性の高いものとなると言える．

•自己評価ならびに保護者アンケートを実施する際に，教育目標と対
応づけられた日常の具体的な活動記録をもとに評価を行うことができ

（1）具体的な活動とその根
拠情報 基づく評価

応づけられた日常の具体的な活動記録をもとに評価を行うことができ
るようになった．拠情報に基づく評価

•年度の途中においても，教員が教育目標に対して，情報発信が不十
分な分野等を確認することができるようになった．それによって，年度
の途中においても，目標達成のための教育活動改善を意識するよう
になった

（2）教育活動の中間評価
と改善

になった．

•教員が記事を投稿する度に，キーワードをつけることにより，日々の
（ ）教育目標と学校評価に

教員 記事を投稿する度 ，キ を ける り，
教育実践と教育目標との関連性を教員が意識するようになった．また，
それを通じて，教員が日々の教育実践についての具体的なゴールを
意識するようになった．

（3）教育目標と学校評価に
対する意識の高まり
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